
抄録集原稿作成要領 

 

抄録集原稿は、下記の作成要領に沿って原稿を作成し、締め切り日 2018 年 1 月 9 日（火）必着に

て、学術集会事務局宛に、原則 E-mail（件名は【学術集会 発表代表者名】）にてご提出ください。 

 

記 

１．形式（３頁にテンプレートあり） 

 ・文書作成ソフト：原則、Windows 版 Microsoft Word  

   上記以外は、使用ソフトをお知らせください。 

 ・用紙：A4×２枚   ・余白：上 25 ㎜、下左右 20 ㎜ 

・字体：MS 明朝   ・文字数：45 字×43 行 

・タイトル：11 ポイント（中央寄せ、太字） 

サブタイトル：10.5 ポイント（中央寄せ、太字） 

 ・名前・所属機関名：10.5 ポイント（中央寄せ） 

発表者を先頭にし、名前の前に○をつける。 

名前の後の（  ）内に所属機関名を入れる。 

同所属が複数人いる場合は最後の名前の後にのみ

所属を記す 

・キーワード：10 ポイント（中央寄せ）、３語以内 

・本文：10.5 ポイント（左寄せ） 

  図表は本文に直接貼り付けて編集する。 

 ・文献：本文の引用箇所の肩に１），１）－５）などの番号

を付し，本文の最後に一括して，引用番号順に，以下の形式で記載する。ただし著者が多数の

場合は最初の３名を付し，あとは「他」（英文は et al.）とする。 

＜雑誌掲載論文の場合＞ 

 著者名：論文題名，雑誌名，巻（号），論文所在頁-頁，西暦年 

＜書籍の場合＞ 

 著者名：論文題名，編集・監修者名，書名（版数），引用頁-頁，西暦年 

 著者名：書名（版数），発行元，引用頁-頁，西暦年 

＜訳本の場合＞ 

 原著者名（翻訳者名）：翻訳書書名（版），引用頁-頁，発行元，発行地，翻訳書の西暦年 

 ・構成：以下の項目（10.5 ポイント、太字）を含め 

項立てする。 

①研究発表の場合：【研究目的】【方法】【結果】【考察】又は【結果および考察】など 

  ②実践報告の場合：【報告のねらい】【事例または実践の概要】【得られた成果】【課題】など 

           【事例または実践の概要】には、実践等の視点や方法、工夫を盛り込むこと。 

・その他：一行目と、タイトル、名前（所属）、キーワード、本文の間はそれぞれ 1 行空ける。 

・ページ番号：不要 

２．原稿提出の方法 

学術集会事務局宛（下記提出先）にメール送付が原則ですが、不都合がある場合には、データ保

存された USB または CD－R を簡易書留にて郵送し、その旨をお知らせください。また、１週間を過

ぎても受け取りの返信がない場合は、学術集会事務局宛にご一報ください。 

なお、提出された原稿の修正をお願いすることがあります。 

＜一般口演＞ 

タイトル（11p,中央寄せ,太字） 

―サブタイトル（10.5p,中央寄せ,太字）― 

（一行あける） 

○名前（所属）…（10.5p,中央寄せ） 

（一行あける） 

キーワード：…,…,…（10p,中央寄せ,３語以内） 

（一行あける） 

Ⅰ▯研究目的（10.5p,タイトル太字） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ⅱ▯方法 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ⅲ▯結果 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ⅳ▯考察 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

文献（10p 以下,タイトル太字） 

1）・・・・・・・・・ 

下余白 20 ㎜ 

左
右
余
白
20
㎜ 

（本文 10.5p 左寄せ） 
左
右
余
白
20
㎜ 

（全角ダッシュ） 上余白 25 ㎜ 



３．発表時間  発表 15 分、質疑応答は 10 分を予定しています（申込み数によって変更する場合が

あります）。 

４．提出先： E-mail:dai14kaigakujyutusyuukai@yahoo.co.jp 

   件名は【学術集会 発表代表者名】）にてご提出ください。   

５．問い合わせ先: 

 第 14 回学術集会事務局 河野 千枝（茨城県八千代町立八千代第一中学校） 

〒300-3544 茨城県結城郡八千代町若 1808 番地 

Tel：0296－48－0178 

E-mail:dai14kaigakujyutusyuukai@yahoo.co.jp  

以上 

 

次頁以降のテンプレートをご利用ください。 

 



【 テンプレート 】 

 

＜一般口演＞ 

タイトル（11pt,中央寄せ,太字） 

―サブタイトル（10.5pt,中央寄せ,太字）― 

 

○名前（所属機関名）（10.5pt ,中央寄せ，発表者名を先頭にして名前の前に○） ２人目以降

の名前は全角１文字分の空白で区切る（同所属が複数人いる場合は最後の名前の後にのみ所属

を記す） 

 

キーワード：，，（10pt, 中央寄せ、３語以内） 

 

① 研究発表の場合 

Ⅰ 研究目的 

Ⅱ 方法 

Ⅲ 結果 

Ⅳ 考察 

またはⅢ 結果および考察 など 

 

② 実践報告の場合 

Ⅰ 報告のねらい 

Ⅱ 事例・実践の概要 

Ⅲ 得られた成果 

Ⅳ 課題 など 

 

文献 

本文の引用箇所の肩に１），１）－５）などの番号を付し，本文の最後に一括して，引用番号順に，以下の形式で

記載する。ただし著者が多数の場合は最初の３名を付し，あとは「他」（英文は et al．）とする。 

雑誌掲載論文の場合 

 著者名：論文題名，雑誌名，巻（号），論文所在頁-頁，西暦年 

書籍の場合 

 著者名：論文題名，編集・監修者名，書名（版数），引用頁-頁，西暦年 

 著者名：書名（版数），発行元，引用頁-頁，西暦年 

訳本の場合 

 原著者名（翻訳者名）：翻訳書書名（版），引用頁-頁，発行元，発行地，翻訳書の西暦年 

 


